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日 日本地球惑星科学連合 2012 年大会） 

6）荻野慎也, 藤原正智, 塩谷雅人, 長谷部文雄, 松本淳, HA Hoang Thi Thuy, THANH 

Nguyen  Thi Tan  ハノイのオゾンゾンデ観測に基づく北半球亜熱帯域におけるオゾン変動
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52）村山昌平, 渡辺力, 高村近子, 三枝信子, 森本真司, 石戸谷重之, 近藤裕昭, 中澤高清, 

青木周司, 宇佐美哲之  フラックス観測,酸素安定同位体観測及び群落微気候モデルによ

り推定された飛騨高山サイトにおける各呼吸要素の季節的変動（2012 年 10 月 5 日 日本気

象学会 2012 年度秋季大会） 

53）豊田威信, Smith, I.J., Gough, A.J., Langhorne, P.J., Frew, R.D., Leonard, G.H., Van Hale, 

R.J.,Mahoney, A.R., and Haskell, T.G.  海氷生成に伴う酸素安定同位体分別係数について 

（2012 年 3 月 27 日 日本海洋学会春季大会） 

54）牛尾収輝、海氷変動解析プロジェクトチーム  2011/12 シーズン「しらせ」砕氷航行を阻

んだ南極リュツォ・ホルム湾の海氷状況～ 極めて厚く成長した積雪起源の海氷 ～（2012 年

11 月 29 日 第 3 回極域科学シンポジウム） 



55）蒲山裕起、藤吉康志  霰の落下速度と粒径分布の定式化（2012 年 10 月 5 日 日本気

象学会秋季大会） 

56）大賀友貴、藤吉康志  東京におけるオゾン濃度の季節および短時間変動（2012 年 10

月 5 日 日本気象学会秋季大会） 

57）青木周司, 稲飯洋一, 中澤高清, 本田秀之, 飯嶋一征, 庄司泰弘, 松坂幸彦, 井筒直樹, 

吉田哲也, 森本真司, 菅原敏, 豊田栄, 古谷浩志, 植松光夫, 松見豊, 長谷部文雄 

白鳳丸による東部太平洋赤道上での大気微量成分の総合観測（2012 年 10 月 5 日 日本気

象学会 2012 年秋季大会） 

58）稲飯洋一, 青木周司, 本田秀之, 菅原敏, 森本真司, 長谷部文雄, 植松光夫 

白鳳丸熱帯東部太平洋気球観測による TTL 上端大気の age 推定（2012 年 10 月 5 日 日本

気象学会 2012 年秋季大会） 

59）久保川厚  沿岸・陸棚スケールと大洋スケールの海洋前線の違い（2012 年 3 月 26 日  

日本海洋学会春季大会シンポジウム） 

60）三原草介・久保川厚  理想的な設定の海洋 GCM における亜熱帯反流の季節変動 

（2012 年 3 月 27-29 日 日本海洋学会春期大会） 

61）青木邦弘･久保川厚･古恵亮・McCreary, J.・佐々木英治  OFES で再現された黒潮続流

における渦運動量輸送とその基本流への影響（2012 年 3 月 30 日 日本海洋学会春期大会

シンポジウム） 

62）久保川厚  2.5 層通気水温躍層の周期的風応力強制への応答（2012 年 9 月 16 日 日

本海洋学会秋季大会） 

63）谷本陽一・村中里衣  黒潮・黒潮続流域における気圧極小と海上風非地衡風成分 

（2012 年 3 月 30 日 日本海洋学会 2012 年春季大会） 
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70）西垣肇, 三寺史夫  沿岸側にプール域を伴って海底斜面から離れる亜熱帯西岸境界

流：等地衡線による理解（2012 年 3 月 27 日 2012 年度日本海洋学会春季大会） 

71）佐伯立, 三寺史夫, 藤崎歩美  海氷と内部波の相互作用によるアイスバンドの形成機
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